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自己紹介

� 浜薗 浩美（はまぞの ひろみ）
1965年1月生まれ 東京都台東区出身

� 職業 舞華一級建築士設計事務所 代表
� 一級建築士 福祉住環境コーディネーター
� 夫 娘2⼈（浪⼈，中学3）⺟（84才）犬1匹
� 中学3年の次⼥はダウン症
1987 ⿅島建設㈱ 入社

1994 ㈱アルテス 入社

2007 舞華一級建築士事務所 設⽴

2009〜2018 草加市保育園⽗⺟会連合会事務局

2008〜2011 小学校PTA副会⻑

2013〜2015 草加市学童保育の会事務局

2014〜2015 NPO草加元気っこクラブ副理事⻑

こども応援団マイカ 代表
こども応援ネットワークPine 代表
埼⽟県 こどもの居場所づくりアドバイザー



こども応援団マイカとは 概要
� 2015年子供が児童クラブ（学童）の待機児童になり、

子供達の安全安心な居場所問題に直面
� 2015年4月団体設⽴。”こどもの居場所”作りを考え始める。
� 運営スタッフは4⼈、全員働いているお⺟さんです。

� 主な活動は「地域でこどもを育てよう！」をスローガンに、

こども応援，子育て支援，地域共生
活動① 制服・学用品リサイクル 活動② 地域の⾏事に参加
活動③ 地域の小学校新1年生に⼿作りランチョンマットプレゼント！
活動④ こども未来食堂マイカ 活動⑤ フードパントリー
活動⑥ 出張こども食堂 「マイカ」は英語で鉱⽯の雲⺟（うんも）を意味します。

そして、「キラキラ光る」意味があります。

こども達が未来に希望を持ち

「キラキラ」光り輝いて欲しいという願いをこめています。

ランチョンマットを作ってくれた
地域の方、高齢者施設の方、
障がい者就労支援の方と草加市⻑へ寄贈式



参加人数

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

子ども 103 112 116 66 72 86 134 131 160 126 128 125

保護者 37 27 29 26 30 26 42 41 46 36 31 30

ボランティア 19 19 16 14 17 13 17 16 17 20 16 7

合　計 159 158 161 106 119 125 193 188 223 182 175 162

延べ⼈数：子ども1359⼈ 大⼈401⼈ ボランテイア191⼈

こども未来食堂マイカ（2019年度）
日 時：毎月 第3月曜日 16時~19時
場 所：瀬崎コミュニティーセンター
参加費：こども 無料 おとな 300円



こども未来食堂マイカ（2020年度）
日 時：毎月 第3月曜日 16時~19時

� ４月 瀬崎コミュニティーセンター前 瀬崎児童クラブ 谷塚児童クラブ
食材の配布（レトルト食品、冷凍食品など）

� ５月 瀬崎コミュニティーセンター前 食材の配布
� ６月 瀬崎コミュニティーセンター前

お弁当の配布（地域の飲食店そうか食堂より買い上げ）
� ７月 瀬崎コミュニティーセンター駐⾞場

お弁当配布（キッチンカー２台）

� ８月〜 従来のこども食堂再開
� 12月・1月 イベントとお弁当配付



〜新型コロナウィルス緊急 子育て支援〜
子育て支援フードパントリーマイカ

(2020年５月〜）日 時：毎月 第4日曜日 13時~15時
場 所：草加駅近辺
対 象：ひとり親家庭 コロナウィルスの影響で

収入面で影響を受けた子育て家庭

草加市⾃⽴⽀援事業
まるごとサポートSOKA

と連携 → 無料学習塾
→ 親の就労⽀援

各地域の
こども食堂 プレイパーク
無料学習塾などを紹介

問題解決のために



こども応援ネットワークPine

草加市を中心とした「子どもの居場所」
の運営団体によるネットワークです。

� 設 ⽴： 2019年４月 登録団体6団体
2021年1月時点 登録団体12団体
（こども食堂、無料学習塾、プレイパークなど）

� 目 的： 地域の子どもや子育て家庭を応援するために
活動団体がつながり協⼒することで
⽀援が継続できることを目的としています。

� 活動内容： 講習会・講演会 子どもの居場所の紹介
⽴上げや継続に関する後⽅⽀援 関係する機関との意⾒交換

月1回の定例会の様子

2019年の子ども食堂フォーラム
出展の様子



こども応援ネットワークPine
〜連携することでの効果〜

◇ 情報交換
・各団体の活動状況

◇ 情報共有
・助成⾦や寄付の情報

◇ 継続するためのモチベーションの維持

子どもにとって本当に大切なこと
今、私たち大⼈ができること
を考える機会にもなっています。



食でつなごう地域とこども
〜 福祉の観点から 〜

⻘信号
⾃助

⻩信号
共助

赤信号
公助

まちづくり
コミュニティー 生活⽀援

こども食堂 フードパントリー

生活保護
公的制度

高齢者、障がい者、おとな、子ども
色々な⼈が違いを認め合い、毎日の生活を
「しあわせ」に「よりよい生活」ができるように。

なかなか⾒つけられない⻩色信号の様々な困り事。
一人も取りこぼさずに、地域のみんなでお互いさまができるような環境に！

さてどうすればできるのでしょうか？



こども応援団マイカの今後
� 活動の⽅向性
（短期）

・こども食堂の安定運営
・「地域の居場所」をテーマに他団体と協⼒・連携

（中期・⻑期）
・小学校区に1つの「こどもの居場所」の開催を目指す

こども応援団マイカは

住んでいる人 ひとりひとりが幸せであるために

草加市内小学校21校区に1つ、

「こども食堂」ができることを目指します！

こども応援団マイカ
チャリティー自動販売機



現状の課題
・情報周知

必要な人に情報が行き届かない

→ 行政の協力があるとよい

・会場・保管場所がない

こども食堂・フードパントリーとなる会場

→ 会場費がかかる（公共施設）

→ 飲食店や企業の協力があるとよい

寄付や備品の保管庫

→ 生活困窮者に肉や魚を配布したい

→ 業務用冷凍庫を置ける保管場所の確保

・食材の運搬

→ 寄贈元やフードバンクからの運搬

→ 大きな車が必要



本日はご清聴を感謝いたします。
ありがとうございました。


